
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

③公共工事のどこに適用できるか？
北陸地域や既設消雪設備の有する地域の消雪パイプ工事に適用可能である。

y-suzuki@kowa-net.co.jp

http://www.kowa-net.co.jp

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

株式会社　興和

先端技術部

鈴木由幸

担当部署

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
昭和５０年代後半にインバーター方式による消雪パイプの実績があったが、コスト・ノイズ等により汎用
性に欠け普及しなかった。また、節水型消雪パイプとしては自動可変散水方式があり、降雪の大小によ
り電動弁を操作して散水量を３段階に分けた消雪が行われていた。

新潟市新光町６番地１

０２５－２８１－８８１８

０２５－２８１－８８３３

Tel

Fax

降雪センサーにて雪片数による降雪強度を判定し、管内に取り付けた水圧センサーの計測値に基づき
インバータにてモーターの回転数を変化させ、散水高さを一定に保ち、地下水と電気の使用量を節約し
ます。

①何について何をする技術か？
消雪パイプにインバータ圧力制御を導入し、降雪強度センサーにて雪片を数え、雪片数が多いと「大
雪」、少ないと「小雪」と判断する。このセンサーの信号と管内に取り付けた圧力センサーの計測値を基
づきインバータにて水中ポンプのモーターの回転数を変化させ、散水高さを一定に保ち、制御するもの
である。これらの一連の制御を、インバータ制御ユニットにて自動制御し、通常散水に比べ、節水・節電
出来るものである。

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

節水・節電、消雪パイプ

株式会社興和

リサイクル

環境

景観

分　野

18D2007

2006.11.27

2010.3.31

平成１７年１月

技術名称

商標名等

消雪パイプ用インバータ制御システム

環境にやさしいローコスト消融雪制御システム

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

mailto:y-suzuki@kowa-net.co.jp
http://www.kowa-net.co.jp


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

技術名称 消雪パイプ用インバータ制御システム 18D2007

インバータ制御方式による消雪パイプでは、降雪強度に合わせて、散水量を無段階に調節して節水を
図るものである。また、インバータ機器は、電源の周波数を変えてモータの回転数を最適に保ち、必要
最小限の動力でモータを回転させる装置である。よって、節水・節電が可能であり、地盤沈下対策と省
エネルギー対策にも有効である。

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
「路面消・融雪施設等設計要領」、メーカー仕様書等

④その他

①設計時
インバータの周囲温度、湿度、塵埃、腐食性ガス、研削液等、保存温度、振動、標高等設置環境での
考慮が必要である。

②施工時
インバータのノイズ対策（１、主回路と制御回路の配線を分離する。２．主回路配線を金属管に収納す
る。３．制御回路にシールド線、ツイストシールド線などを採用する。４．適確な設置工事、接地配線を
施す。）などが上げられる。
③維持管理時
インバータの定期点検・周期及び部品交換は使用環境・条件により異なるが、温度・湿度の高い場所
或いは変化の激しい場所、運転・停止を頻繁に繰り返す場合、電源や負荷の変動が大きい場合、振
動・衝撃の多い場所、使用前の保管状況が悪い場合、電源容量がインバータ容量より非常に大きい場
合などは交換年数の短縮を考慮する必要があるなど。

③技術提供可能地域
北陸地域や既設消雪パイプの有する地域

①適用可能な範囲
消融雪施設や水道水源のように連続的に地下水を揚水する施設。

②特に効果の高い適用範囲
地下水位の変動が激しく、稼働前では高く、稼働中に著しく低下する施設では特に節水・節電効果が高
くなる。

③適用できない範囲
特になし

④関係法令等
電気関係

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
降雪強度センサー、圧力式水位計、圧力式水圧計を組み合わせ、降雪強度・地下水位・配管圧力を計
算した上で、インバータ装置の周波数を可変させている。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
通常（一斉）散水に比べ、節水約３～４割、節電約３～４割の効果が期待できる。

①自然条件
-10～40℃／25～90%RH（結露なきこと）（インバータ）

②現場条件
-20～65℃／25～90%RH（結露なきこと）（インバータ）



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 60 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

＊ ﾎﾟﾝﾌﾟ容量により異なる

●従来技術の内訳

計

降雪検知器 ｾﾝｻｰ・ｺﾝﾄﾛｰﾗ部 1 台 350,000 350,000

実績が殆どない

高機能・高性能(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)

低騒音(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)

安全性

施工性

周辺環境への影響

基準数量

品質、信頼性向上(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)

小型、軽量(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)

18D2007

施設

比較の根拠活用の効果

汎用性による価格低下(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)

1 単位

技術名称 消雪パイプ用インバータ制御システム

品　質

比較する従来技術 自動可変型散水方式－インバーター方式（従来型）

項目

経済性

工　程

経済性

工　　程

943,500  円

２～３　　　日

従来技術（B) 変化値A/B（％）新技術（A）

項　　目 仕　　様 数量

2,350,000  円

２～３　　　日

単位
単価
(円)

金額
(円)

40%

100%

摘　　　要

195,000

インバータ ｲﾝﾊﾞｰﾀ容量11kW* 1 式

降雪強度計 ｾﾝｻｰ部 1 台

ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御ﾕﾆｯﾄ ｺﾝﾄﾛｰﾙ部 1 台

管内圧力ｾﾝｻ 0-1Mpa計 1 台

あたり１施設基準数量：

48,500 48,500

535,000 535,000 ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ、直流ﾘｱｸﾄﾙ含む

195,000

基準数量： １施設 あたり

943,500 「圧力式水位計」（節水警報等で運用）は含みません。

2,000,000

165,000 165,000

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

計

摘　　　要

インバータ ﾎﾟﾝﾌﾟ制御機能内蔵 1 台 2,000,000

2,350,000



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

1 制御盤内にインバータ制御機器類を設計・取付・試験・調整する費用。

2 井戸内に水位計を取付け、ポンプ室内に圧力計を設置・調整する費用。

3 現地でのインバータ圧力制御総合試験・調整を行う費用。

機械設備据付工\20,400×１０人前後

施工方法

1 制御盤内にインバータ制御機器類を取付又は改造し、試験・調整を行う。

2 井戸内に水位計を取付け、ポンプ室内に圧力計を設置し、試験・調整を行う。

3 各機器からの信号をｺﾝﾄﾛｰﾙ部にて取込み、ｲﾝﾊﾞｰﾀ装置に伝え、水中ﾎﾟﾝﾌﾟの回転数を変化させる。

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

　特　許

　実用新案

14件

0件

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

技術名称 消雪パイプ用インバータ制御システム 18D2007

①課題
現地路面状況の判定精度を高め、インバータ制御を運用し更なる節水・節電効果を発揮させる。

②計画
・消雪以外への市場拡大
・製品価格低下
・節水、節電効果のさらなる向上

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

5件



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

インバータ制御の模式図

インバータ装置 散水例（中雪）

技術名称 消雪パイプ用インバータ制御システム 18D2007

ポ
ン
プ

ポンプ室

井戸

②水圧を計る

⑦ノズルの噴水量が変わる

③水位を
計る

インバータ装置

商用電源

40～54Hz

⑤周波数を変える

判定装置

降雪強度
センサ

小雪 中雪 大雪

渇水レベル

①雪の粒を数える

指令

⑧水位が下がると
  節水（小雪）運転

60Hz固定

水圧計

水位計

④最適なポンプ
出力を計算

⑥ポンプの回転数変化

インバータ装置例



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

消雪設備工事　（１面）

緊急地方道路整備（雪寒道路）工事（消雪制御盤改造）　（１面）

消雪設備工事　（１面）

散水消雪設備工事　（３面）

散水消雪設備工事　（３面）

消雪設備工事　（２面）

消雪設備工事　（１面）

技術名称 消雪パイプ用インバータ制御システム 18D2007

工　事　名施工時期

消雪設備工事　（４面）

消雪設備工事　（１面）

消雪設備工事　（２面）

消雪設備工事　（１面）

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

新潟県上越地域振
興局

上越市

新潟県上越地域振
興局

平成18年11月

北陸地方整備局高
田河川国道事務所

平成17年3月～
12月

消雪設備工事　（２面）

消雪設備工事　（４面）

消雪設備工事　（１面）

平成18年7月～
10月

新潟県南魚沼地域
振興局

平成19年7月

新潟県上越地域振
興局 平成19年7月

消雪設備工事　（１面）

消雪設備工事　（１面）

新潟県上越地域振
興局 平成19年9月

消雪設備工事　（１面）

消雪設備工事　（１面）

平成19年10月

平成19年8月

平成17年1月

北陸地方整備局高
田河川国道事務所 平成21年10月

北陸地方整備局長
岡国道事務所

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所

平成17年12月

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所 平成17年10月

石川県金沢県央土
木総合事務所

平成18年8月

北陸地方整備局富
山河川国道事務所 平成18年3月

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所

平成21年11月

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所 平成20年10月

平成19年3月

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所 平成18年12月

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所

長岡市 平成21年10月 消雪設備工事　（１面）

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

北陸地方整備局金
沢河川国道事務所
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概要説明書（その7）

※登録№

企業名 Ｅ－mail担当部署

ysuzuki@kowanet.
co.jp

新技術提供企業

消雪パイプ用インバータ制御システム 18D2007

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

代
表

代
表
以
外

025-281-8833（株）興和 先端技術部 鈴木由幸 025-281-8818新潟市中央区新光町６番地１


